
 

 

 

令和６（2024）年度～令和８（2026）年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5（2023）年 10月時点 

那智勝浦町

資料２ 

骨子案 



 

 

目次 

第１章 計画策定に当たって .......................................................... 1 

１ 計画策定の背景 ................................................................ 1 

２ 高齢者福祉計画・介護保険事業計画について ...................................... 2 

３ 計画の位置づけと期間 .......................................................... 3 

４ 日常生活圏域の設定 ............................................................ 4 

５ 第９期介護保険事業計画の基本指針のポイント .................................... 5 

第２章 高齢者を取り巻く現状 ........................................................ 6 

１ 高齢者の状況 .................................................................. 6 

２ 各種調査からみる高齢者の現状 ................................................. 10 

３ 前期計画の進捗・評価と課題 ................................................... 28 

４ 今後の方向性まとめ ........................................................... 33 

第３章 計画の理念と体系 ........................................................... 36 

１ 計画の基本理念 ............................................................... 36 

２ 計画の重点方針 ............................................................... 37 

３ 施策体系 ..................................................................... 38 

第４章 施策の展開 ................................................................. 39 

重点方針１ 自分らしい暮らしを支える体制を整える ................................. 39 

重点方針２ 自分らしく暮らせる豊かな地域を育む ................................... 40 

重点方針３ 自分らしい暮らしを守る仕組みをつくる ................................. 41 

第５章 介護保険事業の推進 ......................................................... 42 

１ 居宅サービス ................................................................. 42 

２ 地域密着型サービス ........................................................... 42 

３ 施設サービス ................................................................. 42 

４ 介護保険サービスの量の見込み ................................................. 42 

５ 介護保険事業費の見込み ....................................................... 42 

６ 保険給付費等の見込額 ......................................................... 42 

７ 介護保険料の算定 ............................................................. 42 

第６章 計画の推進に向けて ......................................................... 43 

１ 計画の推進体制 ............................................................... 43 

２ 計画の評価 ................................................................... 43 

資料編 ............................................................................. 44 

１ 那智勝浦町長寿社会づくり委員会設置に関する条例 ............................... 44 

２ 那智勝浦町長寿社会づくり委員会委員名簿 ....................................... 44 

３ 計画策定の経緯 ............................................................... 44 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



1 

 

第１章 計画策定に当たって 

１ 計画策定の背景 

 

我が国の総人口は、令和元（2019）年 10月１日時点で、１億 2616万人と９年連続の減少

となっています。うち 15～64歳人口の割合は 59.5％（7,507万人）であり、昭和 25

（1950）年以降過去最低を更新した一方で、65歳以上人口は 28.4％（3,588万人）と、過

去最高を更新しています。将来的にも更なる少子高齢化の進行が見込まれており、本計画期

間中の令和７（2025）年には、団塊の世代（約 800万人）が 75歳になると推計され、75歳

以上人口は令和 17（2035）年頃まで増加傾向が続くと推計されています。また、要介護認

定率や介護給付費が急増する 85歳以上人口は令和 42（2042）年まで、75歳以上人口の伸び

を上回る急激な増加が見込まれています。 

こうした人口動態や介護ニーズの見込み等を踏まえて、地域の実情に合わせた介護サービ

ス基盤を整備するとともに、地域包括ケアシステムの深化・推進や介護人材の確保、介護現

場の生産性の向上を図るための具体的な取組内容や目標を、優先順位を定め、計画的に推進

することが重要です。 

また、近年の災害の発生状況や、新型コロナウイルス感染症流行による新たな生活様式等

も踏まえ、高齢者福祉・介護保険制度に関する事業等についても、安全と安心を確保するた

めの創意工夫を常に行うことが必要です。 

本町では、令和３（2021）年３月に「那智勝浦町第９期高齢者福祉計画及び第８期介護保

険事業計画」（以下、「前計画」という。）を策定し、「誰もが笑顔かがやく 支え合いのまち

づくり」を基本理念に掲げ、各種施策・事業を推進してきました。 

このたび前計画の期間が令和５年度で終了することから、本町の現状と課題を踏まえ、令

和 15（2040）年を見据えた、めざすべき高齢者福祉の基本的な方針と具体的施策を明らか

にし、介護保険事業を安定的かつ充実したものにすることを目的として、「那智勝浦町第 10

期高齢者福祉計画及び第９期介護保険事業計画」（以下「第９期計画」という。）を策定しま

す。 
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２ 高齢者福祉計画・介護保険事業計画について 

 

（１）法令等の根拠 

本計画は、老人福祉法第 20 条の８に規定された「市町村老人福祉計画」と、介護保険法

第 117条に規定された「市町村介護保険事業計画」とを一体のものとして策定するものであ

り、本町の高齢者に関わる施策の方向性と、介護保険事業に係る保険給付の円滑な実施の確

保方策について明らかにしていくものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）高齢者福祉計画と介護保険事業計画の関係について 

高齢者福祉計画は、介護保険サービスの提供のほか、介護保険の対象とならない生活支援

サービス等の提供も含めて、すべての高齢者に対して、心身の健康の保持及び日常生活を維

持するために必要な措置が講じられるよう、高齢者福祉サービス全般にわたる方策を定める

ものです。 

一方、介護保険事業計画は、介護サービスの見込量や制度の円滑な運営に資する方策等を

定めるものであり、その内容は高齢者福祉計画に包含されていることから、両計画を一体と

して策定するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■老人福祉法 

第 20条の８第１項 

市町村は、地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第２条第４項の基本構想に即して、老

人居宅生活支援事業及び老人福祉施設による事業の供給体制の確保に関する計画を定め

るものとする。 
 

■介護保険法 

第 117条第１項 

市町村は、基本指針に即して、３年を１期とする当該市町村が行う介護保険事業に係る

保険給付の円滑な実施に関する計画を定めるものとする。 

■高齢者福祉計画 

すべての高齢者を対象とした、保健福祉事業に関する総合計画 

■介護保険事業計画 

要介護（要支援）高齢者、要介護（要支援）となるリスクの高い高齢者を対

象とした介護（予防）サービス、地域支援事業の基盤整備に関する実施計画 
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３ 計画の位置づけと期間 
 

（１）計画の位置づけ 

本計画は、本町の最上位計画である「第 10 次那智勝浦町長期総合計画」の分野別計画と

しての性格を持つものであり、また、上位計画である「地域福祉計画」については、地域共

生社会の形成に向けた取組との整合性を図るとともに、国及び県の関連計画などを踏まえな

がら施策の総合的かつ計画的な推進を図るものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画の期間 

本計画の計画期間は令和６（2024）年度から令和８（2026）年度までの３年間とします。

なお、後半期には次期計画の策定に向けた現行計画の見直しを行います。 

 

年度 
 R3 

2021 

R4 
2022 

R5 
2023 

R6 
2024 

R7 
2025 

R8 
2026 

R9 
2027 

R10 
2028 

R11 
2029 

R12 
2030 

 R22 

2040 

計画期間 

             

 第８期          

    第９期（本計画）       

       第10期    
             

  

 

那
智
勝
浦
町
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画 

国・県の 

関連計画 
 

那
智
勝
浦
町
第
６
期
障
害
者
計
画
及
び 

第
７
期
障
害
福
祉
計
画
・
第
３
期
障
害
児
福
祉
計
画 

 

那
智
勝
浦
町
健
康
増
進
計
画 

 

那
智
勝
浦
町
第
10
期
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画 

那智勝浦町地域福祉計画 

第 10次那智勝浦町長期総合計画 

整合・連携 

第２期那智勝浦町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

団塊の世代 75 歳以上に到達 
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４ 日常生活圏域の設定 

 

日常生活圏域とは「市町村が、その住民が日常生活を営んでいる地域として、地理的条

件、人口、交通事情その他の社会的条件、介護給付等対象サービスを提供するための施設の

整備の状況その他の条件を総合的に勘案して定める区域」とされています。 

この考え方のもと、本町においてはこれまで２つの日常生活圏域を設定しています。本計

画においてもこれまでの考え方を継承し、東圏域及び西圏域を日常生活圏域として設定しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

認知症対応型グループホーム…3 か所（45 床） 

ケアハウス…1か所（29床） 

特別養護老人ホーム…1か所（50床） 

地域密着型特別養護老人ホーム…1か所（29床） 

介護老人保健施設…1 か所（100 床） 

介護療養型医療施設…1か所（36床） 

住宅型有料老人ホーム…4 か所（64床） 

那智勝浦町役場 

日常生活圏域西 

湯川・色川・太田・

下里・浦神 

日常生活圏域東 

宇久井・那智・勝浦 
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５ 第９期介護保険事業計画の基本指針のポイント 
 

（１）介護サービス基盤の計画的な整備 

●中長期的な地域の人口動態や介護ニーズの見込み等を適切に捉えて、施設・サービス種別の

変更など既存施設・事業所のあり方も含め検討し、地域の実情に応じて介護サービス基盤を

計画的に確保していくことが必要。 

●医療・介護双方のニーズを有する高齢者の増加を踏まえ、医療・介護を効率的かつ効果的に

提供する体制の確保、医療・介護の連携強化が重要。 

●中長期的なサービス需要の見込みをサービス提供事業者を含め、地域の関係者と共有し、サ

ービス基盤の整備の在り方を議論することが重要。 

●居宅要介護者の在宅生活を支えるための定期巡回・随時対応型訪問介護看護、小規模多機能

型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護など地域密着型サービスの更なる普及。 

●居宅要介護者の様々な介護ニーズに柔軟に対応できるよう、複合的な在宅サービスの整備を

推進することが重要。 

●居宅要介護者を支えるための、訪問リハビリテーション等や介護老人保健施設による在宅療

養支援の充実。 

 

（２）地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた取組 

●地域包括ケアシステムは地域共生社会の実現に向けた中核的な基盤となり得るものであり、

制度・分野の枠や「支える側」「支えられる側」という関係を超えて、地域住民や多様な主体

による介護予防や日常生活支援の取組を促進する観点から、総合事業の充実を推進。 

●地域包括支援センターの業務負担軽減と質の確保、体制整備を図るとともに、重層的支援体

制整備事業において属性や世代を問わない包括的な相談支援等を担うことも期待。 

●認知症に関する正しい知識の普及啓発により、認知症への社会の理解を深めることが重要。 

●デジタル技術を活用し、介護事業所間、医療・介護間での連携を円滑に進めるための医療・

介護情報基盤を整備。 

●給付適正化事業の取組の重点化・内容の充実・見える化。 

 

（３）地域包括ケアシステムを支える介護人材及び介護現場の生産性向上 

●介護人材を確保するため、処遇の改善、人材育成への支援、職場環境の改善による離職防止、

外国人材の受入環境整備などの取組を総合的に実施。 

●都道府県主導の下で生産性向上に資する様々な支援・施策を総合的に推進。介護の経営の協

働化・大規模化により、人材や資源を有効に活用。 

●介護サービス事業者の財務状況等の見える化を推進。  
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2,133 1,880 1,620 1,351 1,229 1,041 879 759 651 

3,924 3,261 2,692 2,130 1,863 1,615 1,402 1,195 1,024 

6,540 
5,876 

5,046 
4,426 4,007 

3,532 3,011 2,499 2,095 

2,876 
2,868 

2,999 
2,745 

2,072 
1,766 

1,707 
1,637 1,453 

2,712 
3,173 

3,316 

3,455 
3,661 

3,533 
3,183 

2,868 
2,616 

18,185 
17,080 

15,682 
14,137 
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11,487 

10,182 
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7,839 

30.7 
35.4 

40.3 43.9 44.7 46.1 48.0 50.3 51.9 
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-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成17年 平成22年 平成27年 令和２年 令和７年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年

（％）（人）

15歳未満 15歳～40歳未満 40歳～65歳未満

65歳～75歳未満 75歳以上 高齢化率

実績値 推計値

第２章 高齢者を取り巻く現状 

１ 高齢者の状況 
 

（１）人口の推移と推計 

〇本町の総人口は減少で推移しており、それに伴い少子高齢化も進行しています。 

〇高齢者数をみると、前期高齢者（65-75歳未満）数は今後減少が見込まれますが、後期

高齢者（75歳以上）数は令和７年までは高止まりで、以後減少する見込みとなっていま

す。 

 

人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）2005 年～ 2020 年まで：総務省「国勢調査」 

2025 年以降：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 30 2018 ）年推計）」 
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1,194 1,301 1,507 1,602

953 1,020 
1,119 1,197 

2,147
2,321
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2,799

0

1,000

2,000

3,000

4,000

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

（世帯）

高齢独居世帯数 高齢夫婦世帯数

11.1 15.0 

28.7 26.1 23.6 22.0 22.0 20.5 
9.8 

12.5 

20.2 
20.0 

17.3 16.4 16.2 
13.5 20.9 

27.5 

48.9 
46.1 

40.9 38.4 38.2 
34.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

全
国

和
歌
山
県

北
山
村

古
座
川
町

太
地
町

那
智
勝
浦
町

串
本
町

新
宮
市

（％）

高齢独居世帯の割合 高齢夫婦世帯の割合

（２）高齢者世帯の状況 

〇「高齢独居世帯数」「高齢夫婦世帯数」ともに増加しています。「高齢独居世帯の割合」

及び「高齢夫婦世帯の割合」をみると、全国及び県と比べて、いずれも高くなっていま

す。 

 

高齢者独居世帯数・高齢夫婦世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）総務省「国勢調査」 

 

高齢者独居世帯・高齢夫婦世帯の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（時点）平成 27（2015）年 （出典）総務省「国勢調査」 
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270 268 267 279 282 275 187 174 

179 166 193 196 206 177 
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265 276 254 256 254 225 
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183 153 176 172 166 
180 

177 192 

139 146 135 128 144 155 
168 177 

129 137 159 165 146 156 
160 160 

105 97 97 96 106 92 
90 90 

1,270 1,243 1,281 1,292 1,304 1,260 
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19.8 19.4 20.0 20.4 20.8 20.2 
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25.0

0
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2,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

（％）（人）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４ 要介護５ 認定率

2.7 2.6 

4.0 

3.2 

2.5 2.5 

1.6 

4.0 

3.1 

4.2 

3.2 
2.8 2.8 

1.9 

2.9 2.7 

3.5 3.1 
2.8 2.6 

1.5 

0.0

2.0

4.0

6.0

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

（％）

全国 和歌山県 那智勝浦町

（３）認定者数及び認定率の推移 

〇認定者数、認定率ともに令和２年度まで増加傾向にありましたが、以降は減少し、令和

４年度に最も低い数値となっています。しかし、令和５年度には認定率が増加し、特に

要介護２、３の人数が増加しています。 

 

認定者数及び認定率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）厚生労働省「介護保険事業報告」月報（９月）（令和５年度のみ７月） 

 

（４）認定者の割合 

〇認定者の割合は、全国と比べると同程度が多く、県と比べるといずれの介護度も低くな

っています。 

 

認定者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）地域包括ケア「見える化」システム （時点）令和元年度（3 月末時点）  
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23,565 24,000 24,025 23,859 
24,766 24,608 24,221 24,515 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

（円）（百万円）

費用額（施設サービス） 費用額（居住系サービス）

費用額（在宅サービス） 第1号被保険者1人ひと月あたり費用額

（５）介護費用額の推移 

〇介護費用額の総額は増減がみられるもののほぼ横ばいで推移しており、１人ひと月あた

り費用額も同様の傾向となっています。 

 

介護費用額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）平成 27 度から令和２年度：厚生労働省「介護保険事業状況報告（年報）」 

令和３年度から令和４年度：「介護保険事業状況報告（月報）」令和４年２月サービス提供分まで  
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２ 各種調査からみる高齢者の現状 
 

（１）各種調査の実施状況 

〈介護予防・日常生活圏域ニーズ調査〉 

目的 

令和６年度から始まる「那智勝浦町第 10期高齢者福祉計画及び第９期

介護保険事業計画」の策定に当たり、町民の方の暮らしや健康、介護の

状況をお伺いして計画の基礎資料とさせていただくことを目的として実

施しました。 

調査方法 郵送による配布・回収 

調査期間 令和４年 11月～12月 9日（金） 

 

◇配布・回収状況 

配布数 有効回収者数 有効回収率 

1,100 件 865 件 78.6％ 

 

〈在宅介護実態調査の実施〉 

目的 

令和６年度から始まる「那智勝浦町第 10期高齢者福祉計画及び第 9期

介護保険事業計画」の策定に当たり、町民の方の暮らしや健康、介護の

状況をお伺いして計画の基礎資料とさせていただくことを目的として実

施しました。 

調査方法 郵送による配布・回収及び認定調査員による聞き取り 

調査期間 令和 4年 11月～12月 9日（金） 

 

◇配布・回収状況 

配布数 有効回収者数 有効回収率 

456 件 350 件 76.8％ 
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〈在宅生活改善調査の実施〉 

目的 

本町に所在する居宅介護支援事業者及び小規模多機能型居宅介護事業

所を対象に、現在のサービス利用では、生活の維持が難しくなっている

利用者の実態についてお伺いし、住み慣れた地域での生活を継続するた

めに必要な支援やサービス等について検討するために実施しました。 

調査方法 郵送による配布・回収 

調査期間 令和４年 12月～令和５年１月 27日（金） 

 

◇配布・回収状況 

配布数 有効回収者数 有効回収率 

10 件 9 件 90.0％ 

 

〈介護人材実態調査の実施〉 

目的 

本町に所在する訪問系サービス及び施設・居住系サービスを提供する

事業所を対象に、介護人材の実態（性別・年齢別・資格の有無別等）につ

いてお伺いし、今後の介護人材の確保に向けた取組などを検討するため

に実施しました。 

調査方法 郵送による配布・回収 

調査期間 令和４年 12月～令和５年１月 27日（金） 

 

◇配布・回収状況 

配布数 有効回収者数 有効回収率 

36 件 19 件 52.8％ 
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（２）調査結果から見える町の実態 

 

〈介護予防・日常生活圏域ニーズ調査〉 

 

① 介護、介助を受けている先（問３） 

〇軽度認定者（事業対象者～要支援認定者）の 60％超が「介護サービス

のヘルパー」から介護を受けていますが、内容は、主に生活援助（買

い物、調理、掃除など）と考えられるため、専門職の負担が大きくな

っていることが考えられます。 

 

 

② 外出について（問 10、11、12、13） 

〇昨年と比べて外出の回数が減っている（「とても減っている」と「減

っている」の合計）と回答した人が 9.6ポイント低下しており、また、

外出を控えているかについても、「はい」が 14.1ポイント低下してい

ます。 

〇特に外出を控えている理由を「足腰などの痛み」と答えた人が 51.0％

と半数以上となっていることから、筋力低下などの影響が大きいこと

が考えられます。 

 

 

③ 趣味やいきがい（問 22〔８〕〔９〕） 

〇前回調査と比較して、趣味が「思いつかない」と答えた人が 8.7ポイ

ント低下しています。 

〇生きがいについても「思いつかない」と答えた人が 23.3ポイントと大

幅に低下しています。 

〇趣味や生きがいのない人が増えており、社会参加への意欲低下が危惧

されます。 

 

 

④ 地域活動の参加（問 23） 

〇前回調査と比較して、全体的に「週１回」以上参加していると答えた

人の割合が低下しています。これらの活動への参加は、社会参加とな

りますので、参加率の低下は、社会参加率の低下といえます。新型コ

ロナウイルス感染症の影響も考えられますが、社会参加率の低下は、

介護予防に大きく関係することが考えられます。 
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11.7 

18.2 

22.1 

4.5 

1.9 

1.3 

60.4 

12.3 

17.0 

16.2 

21.6 

7.5 

3.7 

1.7 

63.9 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者（夫・妻）

息子

娘

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

介護サービスのヘルパー

その他

今回（n=154） 前回（n=241） 1

6.8 

6.3 

4.4 

36.3 

27.2 

18.6 

27.2 

28.8 

32.1 

28.1 

34.9 

35.1 

1.6 

2.8 

9.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回【R４】（n=865）

前回【R1】（n=1,125）

前々回【H28】（n=1,038）

とても減っている 減っている あまり減っていない 減っていない 不明・無回答

12.5 

12.5 

20.5 

18.3 

37.0 

36.2 

28.4 

29.2 

1.6 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（n=865）

前回（n=1,125）

ほとんど外出しない 週１回 週２～４回 週５回以上 不明・無回答

① 問３ 主にどなたの介護、介助を受けていますか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②-1 問 10 週に１回以上は外出していますか（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②-２ 問 11 昨年と比べて外出の回数が減っていますか（単数回答） 
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44.6 

30.5 

17.9 

54.6 

66.9 

62.7 

0.8 

2.6 

19.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回【R４】（n=865）

前回【R1】（n=1,125）

前々回【H28】（n=1,038）

はい いいえ 不明・無回答

11.9 

4.1 

51.0 

13.0 

7.8 

6.0 

11.1 

7.3 

17.6 

25.4 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

病気

障害（脳卒中の後遺症など）

足腰などの痛み

トイレの心配（失禁など）

耳の障害（聞こえの問題など）

目の障害

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

不明・無回答

全体（n=386）

57.2 

67.8 

36.1 

27.4 

6.7 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（n=865）

前回（n=1,125）

趣味あり 思いつかない 不明・無回答

②-３ 問 12 外出を控えていますか（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②-４ 問 13 外出を控えている理由は、次のどれですか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③-1 問 22（８）趣味はありますか（単数回答） 
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44.3 

71.9 

45.7 

22.4 

10.1 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（n=865）

前回（n=1,125）

生きがいあり 思いつかない 不明・無回答

0.7 

1.3 

0.9 

0.1 

0.9 

0.3 

0.1 

7.7 

0.7 

2.8 

2.4 

0.2 

1.2 

0.1 

0.2 

4.7 

0.8 

3.1 

2.3 

0.6 

3.5 

0.7 

0.5 

0.6 

2.7 

3.7 

6.1 

2.2 

4.0 

1.5 

2.7 

1.4 

4.4 

1.5 

3.4 

0.8 

0.3 

5.4 

9.0 

3.0 

69.4 

68.0 

65.4 

72.6 

69.9 

70.1 

66.7 

62.1 

21.4 

19.7 

19.4 

23.5 

20.1 

21.8 

20.8 

20.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①ボランティアのグループ

②スポーツ関係のグループやクラブ

③趣味関係のグループ

④学習・教養サークル

⑤（サロンやゆうゆう体操など）

介護予防のための通いの場

⑥老人クラブ

⑦町内会・自治会

⑧収入のある仕事

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回

年に数回 参加していない 不明・無回答

③-2 問 22（９）生きがいはありますか（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④-2 問 23「ボランティア、スポーツ関係、趣味関係、学習・教養サークル、介護予防のための通い

の場、老人クラブ、町内会・自治会、収入のある仕事」の参加頻度について（単数回答） 
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〈在宅介護実態調査〉 

 

① 介護を主な理由として、過去１年の間に仕事を辞めた（問８） 

〇前回調査と比較して、「主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）」と答

えた人が 4.2ポイント上昇しています。そのときの被介護者の要介護

度には明確な差が見られないため、軽度認定であっても仕事を辞めて

いる可能性があります。 

 

 

② 「介護保険サービス以外」の支援・サービス（問９、10） 

〇現在、利用している介護保険サービス以外の支援・サービスについて

は、「外出同行（通院、買い物など）」と「移送サービス（介護・福祉

タクシー等）」が多くなっています。 

〇今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスにおいても「外

出同行（通院、買い物など）」と「移送サービス（介護・福祉タクシ

ー等）」は高くなっています。 

〇移動支援に関するニーズの高さが伺えます。 

 

 

③ 施設等への入所・入居の検討状況（問 11） 

〇施設等への「入所・入居を検討している」及び「すでに入所・入居申

し込みをしている」の割合が合わせて 27.2％と高くなっています。要

介護度別においても「要支援 1･2」で 17.5％、「要介護 1･2」で 27.8％

と軽度認定の段階から入所・入居を検討している人が多くなっていま

す。 

 

 

④ 現在抱えている傷病（問 12） 

〇「認知症」と回答した人が 32.9％と高くなっています。また、「眼科・

耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）」と回答した人も 25.4％と

高い状態にあります。これらを要介護度別に見ると、認知症は「要支

援 1･2」では大きく低下していますが、「眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴

覚障害を伴うもの）」は、要介護度での差はみられません。軽度認定

の段階から視覚又は聴覚障害を抱える人が多くなっていることがわ

かります。 
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⑤ 介護保険サービスの利用状況（問 14、15、20） 

〇現在、介護保険サービスを「利用していない」と回答した人が、「要介

護 1・2」では 30.7％、「要介護 3～5」では 22.1％となっています。 

〇その理由について、「要介護 1・2」では、「現状では、サービスを利用

するほどの状態ではない」が 34.9％、「家族が介護をするため必要な

い」が 30.2％と高くなっています。「要介護 3～5」では、「家族が介護

をするため必要ない」が 53.3％と非常に高くなっており、どちらも家

族の介護力が大きな理由といえます。 

〇現在の生活を継続していくにあたって、家族が不安に感じる介護等に

ついては、特に「要介護 1・2」及び「要介護 3～5」においては、「認

知症状への対応」、「夜間の排泄」、「入浴・洗身」、「外出の付き添い、

送迎等」が高く、家族が不安に感じているものといえます。これらの

支援やサービスは、家族の負担軽減に有効と考えられます。 

 

 

⑥ 働きながら介護（問 19） 

〇家族介護者のうち、続けていくのは難しい（「続けていくのは、やや

難しい」と「続けていくのは、かなり難しい」の合計）と答えた人が

24.1％となっています。また、何とか続けていけるが問題はあるとし

ている人が 53.4％と半数以上となっています。家族の就労継続のた

めの支援が重要であると言えます。 
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① 問８ ご家族やご親族の中で、ご本人の介護を主な理由として、過去１年の間に仕事を辞めた

方はいますか（現在働いているかどうかや、現在の勤務形態は問いません）（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②-1 問９ 現在、利用している、「介護保険サービス以外」の支援・サービスについて、ご回答くだ

さい（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.3 

0.8 

2.0 

0.0 

57.1 

4.5 

5.1 

1.7 

0.8 

0.0 

80.5 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた

（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

今回（n=247） 前回（n=118） 1

8.0 

4.6 

12.3 

10.6 

8.3 

13.4 

17.4 

3.7 

4.3 

4.0 

46.6 

10.5 

4.6 

5.9 

4.6 

6.6 

5.9 

7.2 

3.9 

0.0 

5.3 

58.6 

0% 20% 40% 60% 80%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

今回（n=350） 前回（n=152） 1
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②-2 問 10 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さらな

る充実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 問 11 現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答ください（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.7 

18.0 

27.1 

18.3 

17.1 

32.9 

36.9 

18.6 

12.3 

6.3 

20.6 

10.5 

17.1 

16.4 

17.1 

14.5 

23.7 

29.6 

8.6 

7.2 

2.6 

30.3 

0% 10% 20% 30% 40%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物(宅配は含まない)

ゴミ出し

外出同行(通院、買い物など)

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

今回（n=350） 前回（n=152） 1

64.0 

82.2 

20.3 

13.8 

6.9 

0.7 

8.9 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（n=350）

前回（n=152）

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている 不明・無回答
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④ 問 12 ご本人が、現在抱えている傷病について、ご回答ください（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.6 

12.9 

5.1 

5.7 

2.3 

24.3 

6.3 

15.4 

32.9 

5.7 

2.3 

10.3 

25.4 

19.4 

2.9 

2.0 

7.9 

19.1 

9.9 

5.3 

2.6 

27.0 

7.9 

24.3 

21.1 

4.6 

0.7 

15.1 

15.8 

10.5 

5.9 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%

脳血管疾患（脳卒中）

心疾患（心臓病）

悪性新生物（がん）

呼吸器疾患

腎疾患（透析）

筋骨格系疾患(骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等)

膠原病(関節リウマチ含む)

変形性関節疾患

認知症

パーキンソン病

難病（パーキンソン病を除く）

糖尿病

眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）

その他

なし

わからない

今回（n=350） 前回（n=152） 1
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⑤-1 問14 現在、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険サービスを利用していますか

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤-2 問 15 介護保険サービスを利用していない理由は何ですか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.6 

75.6 

30.6 

21.1 

6.9 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（n=350）

前回（n=152）

利用している 利用していない 不明・無回答

36.4 

17.8 

23.4 

4.7 

4.7 

2.8 

8.4 

5.6 

10.3 

43.8 

31.3 

21.9 

3.1 

0.0 

0.0 

3.1 

3.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

現状では、サービスを利用するほどの状態ではない

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

以前、利用していたサービスに不満があった

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが利用できない、身近にない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用するため

サービスを受けたいが手続きや利用方法が分からない

その他

今回（n=107） 前回（n=32） 1
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⑤-3 問 20 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等につ

いて、ご回答ください（現状で行っているか否かは問いません）（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.0 

28.3 

6.9 

30.8 

7.3 

8.9 

17.0 

32.0 

16.2 

44.5 

6.5 

26.3 

23.1 

17.0 

7.7 

6.9 

2.8 

16.9 

16.1 

5.1 

15.3 

1.7 

5.1 

13.6 

22.9 

7.6 

15.3 

2.5 

14.4 

15.3 

5.1 

3.4 

12.7 

7.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

今回（n=247） 前回（n=118） 1
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⑥ 問 19 主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.1 

23.9 

53.4 

49.9 

18.1 

2.2 

6.0 

2.2 

2.6 

10.9 

7.8 

10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（n=116）

前回（n=46）

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない 不明・無回答
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〈在宅生活改善調査〉 

 

自宅等から居場所を変更した利用者の要介護度 

〇要介護１がもっとも多く、次いで要介護２が多くなっており、現在、

在宅での生活の維持が難しくなっている利用者が 6.8％程度となって

います。 

 

 

在宅での生活の維持が難しくなっている理由 

○軽度認定者（要支援１～要介護２）において、「必要な身体介護の増大」

に加えて、「認知症の症状の悪化」が最も高くなっていることから、認

知症を理由として、軽度の段階から在宅生活の維持が困難になってい

る人が多いことが分かります。 

 

 

〈介護人材実態調査〉 

 

性別・年齢別の雇用形態の構成比 

〇訪問系サービスにおいて、70歳代以上が 11.5％、60歳代が 29.5％と

高くなっています。その他のサービスについては、比較的平準化され

ていますが、施設・居住系の 60 歳代が 22.4％と高くなっています。

通所系を除く各サービスの職員の高齢化が進んでいることが分かり

ます。 

 

 

訪問介護のサービス提供時間の内容別の内訳 

○訪問介護員が提供する生活援助サービスの提供時間では、「介護給付」

では 42.8％、「予防給付・総合事業」では 90.1％となっており、「生

活援助」におけるサービス提供が多いことが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



25 

 

過去１年間に自宅等から居場所を変更した利用者の要介護度の内訳（在宅生活改善調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、在宅での生活の維持が厳しくなっている利用者（在宅生活改善調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活の維持が難しくなっている理由 （在宅生活改善調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.2%

55.6%

55.6%

19.4%

11.1%

2.8%

5.6%

0.0%

15.8%

42.1%

52.6%

15.8%

21.1%

5.3%

5.3%

0.0%

31.3%

75.0%

62.5%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

必要な生活支援の発生 増大

必要な身体介護の増大

認知症の症状の悪化

医療的   医療処置の必要性の高まり

その他 本人の状態等の悪化

本人の状態等の改善

該当なし

無回答

合計(n=36) 要支援1～要介護2(n=19) 要介護3～要介護5(n=16)

9.3% 14.8% 20.3% 17.6% 13.2% 16.5% 8.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=182)

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

89.4% 6.7%

0.2%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=511)

自宅等に居住／生活上の問題はない
自宅等に居住／生活の維持が難しい
サ高住・住宅型有料・軽費老人ホームに居住／生活の維持が難しい
サ高住・住宅型有料・軽費老人ホームに居住／生活上の問題はない



26 

 

性別・年齢別の雇用形態の構成比（訪問系） （介護人材実態調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別・年齢別の雇用形態の構成比（通所系） （介護人材実態調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別・年齢別の雇用形態の構成比（施設・居住系） （介護人材実態調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0%

0.0%

0.0%

1.3%

3.8%

2.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.3%

3.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

10.3%

6.4%

30.8%

29.5%

11.5%

0.0%

0.0%

7.7%

1.3%

17.9%

9.0%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40%

0%10%20%30%40%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男性（正規職員） 男性（計） 女性（正規職員） 女性（計）

1.2%

0.0%

8.2%

8.2%

4.7%

2.4%

0.0%

0.0%

0.0%

8.2%

8.2%

3.5%

1.2%

0.0%

4.7%

5.9%

11.8%

21.2%

15.3%

12.9%

3.5%

3.5%

2.4%

7.1%

9.4%

9.4%

3.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

0%10%20%30%40%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男性（正規職員） 男性（計） 女性（正規職員） 女性（計）

1.7%

3.4%

4.3%

8.6%

6.0%

2.6%

0.0%

1.7%

3.4%

4.3%

8.6%

5.2%

0.9%

0.0%

0.0%

9.5%

9.5%

11.2%

17.2%

22.4%

3.4%

0.0%

6.9%

6.0%

6.9%

10.3%

10.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

0%10%20%30%40%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男性（正規職員） 男性（計） 女性（正規職員） 女性（計）
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訪問介護のサービス提供時間の内容別の内訳（介護給付） （介護人材実態調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問介護のサービス提供時間の内容別の内訳（予防給付・総合事業） （介護人材実態調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

56.7%

0.0%

57.2%

5.7%

0.0%

5.8%

13.2%

0.0%

13.3%

24.3%

100.0%

23.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=78)

小多機・看多機・定期巡回(n=7)

上記以外の訪問系サービス(n=71)

身体介護 買い物 調理・配膳 その他生活援助

9.9%

0.0%

10.0%

16.1%

0.0%

16.2%

13.2%

0.0%

13.3%

60.9%

100.0%

60.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=78)

小多機・看多機・定期巡回(n=7)

上記以外の訪問系サービス(n=71)

身体介護 買い物 調理・配膳 その他生活援助
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３ 前期計画の進捗・評価と課題 
 

（１）地域共生社会の実現に向けて 

 

●地域ケア個別会議は、継続して開催していま

す。 

●相談事案についても地域包括支援センターに

おいて必要な対応ができています。 

◆取組みは高齢者分野に限られてしまい、障が

いなど関係部署との協議を含めて、断らない

相談支援（重層的支援体制整備事業関係）に

向けた取組みは進んでいません。 

 

障がい者自身やその家族の高齢化も進んでおり、また、ヤングケアラーなど多様化・複雑

化した課題への対応が求められています。分野横断的な連携が必要となっています。 

 

 

（２）介護保険サービス 

 

●これまで事業者と定期的に協議を行う場がな

かったため、協議の場の立上げに向けた意見

交換会を開催しました。 

●介護人材不足について、近隣市町村と意見交

換を行いました。 

●指定申請様式については、国の動きに合わせ

て簡素化を実施しました。 

◆ICT の活用などの施策においては、取組は実

施できませんでした。 

◆人材確保や ICT の活用など、必要なサービス

の確保は、今後優先して取り組むべき課題と

なっています。 

 

 

介護人材の確保は、全国的にも課題となっており、事業者と協力した取組と併せて広域で

の取組を継続し、成果につなげることが重要となっています。 

また、事業者の負担軽減も視野にいれたデジタル化に向けた取組も求められています。 

 

  

現状 課題 

現状 課題 
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（３）高齢者が安心して暮らせる住まいの確保 

 

●特別養護老人ホームについては、待機者数の

情報は把握できるものの、必要量確保に向け

ての協議は実施できていません。 

●介護医療院への転換はなく、医療病床への転

換となっています。 

●認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

は２か所に認知症地域支援推進員を委託し、

協力体制が構築できました。 

◆特別養護老人ホームなどの施設についても人

材不足が深刻な状況となっています。 

◆ 生活困窮者の方や孤立する高齢者等への支援

について検討が必要です。 

◆施設や住まいの確保に向けては、状況確認の

ための協議の場が必要です。 

 

高齢者が安心して暮らしていくためには、居住の支援体制を構築することが求められます。 

施設や住まいの確保について、新たな施設等の整備は難しいものの、事業者等との協議の場を

確保するとともに、様々な方策について検討することが必要となっています。 

 

 

（４）介護を取り巻く環境づくり 

 

●通いの場の補助金創設などにより概ね全地区

に通いの場ができました。 

●地域包括支援センターにおいて人員体制を強

化し、相談体制の見直しを図りました。また、

権利擁護業務についても虐待や詐欺被害など

に対応する体制についても構築しました。 

●移動手段の確保について、関係部署と連携体

制を構築しました。 

◆住民主体による支援を行う有償ボランティア

の立ち上げなど社会参加の機会の充実が必要

です。 

◆家族介護者への取組については実施に至らな

かったため、関係部署と連携し、対応する仕

組みづくりが求められます。 

◆成年後見制度に係る中核センターとの連携強

化が必要です。 

 

家族介護者への取組について、ヤングケアラーや老老介護の問題が顕在化していることを

踏まえ、家族介護者への支援の充実が求められています。 

また、体制づくりの構築が進む中で、より一層連携強化を図り、継続的な事業としていく

ことが重要です。 

 

  

現状 課題 

現状 課題 
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（５）介護予防の推進 

 

●自立期の取組が重要であることから、通いの

場の充実やウォーキング事業などを実施しま

した。 

●医療機関との連携やその他リハ職との関係構

築に取り組みました。 

●町オリジナルのストレッチ運動を作成し、手

引きを作成しているところです。 

◆フレイル期の取組(C 型サービス）や認定後の

リハビリテーション体制づくりについては今

後の課題です。 

◆介護予防は自立期の取組として取り組んでい

くため、住民への支援についても整理が必要

です。 

 

 

介護予防は、高齢者自身が積極的に取り組むための、情報提供や継続性を高める取組が必

要となります。現在実施している事業の継続や今後の事業について、高齢者のニーズを把握

した上で、充実を図る必要があります。 

 

 

（６）認知症になっても安心できる地域づくり 

 

●認知症ケアパスを見直し、各世帯に配布する

など、普及啓発を行いました。 

●認知症カフェについては、開設に至っていま

せん。 

●認知症の人と地域住民との交流イベントを実

施しました。 

●認知症サポーター養成講座をあまり実施する

ことができませんでした。 

 

◆認知症ケアパスの見直しを継続するととも

に、地域住民への啓発や医療・介護の連携強

化についても進めることが必要です。 

◆認知症カフェを含めた次期計画の認知症施策

の方向性を再度検討することが必要です。 

◆チームオレンジの構築に向けて積極的に養成

講座を実施していくことが求められます。 

◆相談窓口となる地域包括支援センターとして

も、初期集中支援チームの役割や通常の相談

業務との違いなど再度整理が必要です。 

 

認知症については、年齢を重ねるなかで誰にでも起こりうる症状です。認知症になっても

安心して暮らせる地域づくりが重要となっています。そのため、住民の認知症への理解促進

を図り、チームオレンジなどの地域や専門職の連携などの体制の充実を図ることが求められ

ています。 

また、介護をする家族への支援も重要となることから、さらなる取組の推進が必要です。 

 

  

現状 課題 

現状 課題 
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（７）自立支援・重度化防止に向けた取組 

 

●地域包括支援センターにおいて保健師を配置

し、３職種の配置ができました。 

●個別会議については、月 1 回開催することが

でき、地域包括支援センターのケアマネジャ

ーの資質向上につながりました。 

●運営協議会において評価を実施し、意見をも

とに作成した運営方針により運営ができてい

ます。 

◆理学療法士の配置がなくなったため、今後の

体制強化が課題です。 

◆人員確保を継続して進めるとともに、介護予

防ケアマネジメントの外部委託について精査

を行う必要があります。 

◆個別会議については、地域課題の把握に繋が

るよう、会議の形態などについて検討するこ

とが必要です。 

 

地域包括支援センターの体制の充実を図るためには、人材の確保・育成が重要となります。

また、障がいや子ども、権利擁護など他の部署との連携強化も求められることから、人材確

保・育成とともに町が積極的に運営支援を進める必要があります。 

 

 

（８）町単独事業の実施 

 

●紙おむつ給付費支援事業については計画どお

り実施できましたが、給付は大幅に少なくな

っています。 

●配食サービス事業等については計画どおり実

施できました。 

◆紙おむつ給付費支援事業については、継続し

て取り組むことになりますが、内容を見直す

必要があります。 

◆福祉サービスについては、継続・廃止等につ

いて見直しが必要です。 

 

高齢者やその家族が地域において安心して日常生活を営むことができるよう、支援の充実

を図ること求められます。 

実情に応じた事業のあり方を検討し、継続して取り組むことが必要です。 

 

  

現状 課題 

現状 課題 
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（９）災害・感染症への対策 

 

●「避難行動要支援者台帳」への登録や「個別計

画」作成を促進するなどの取組は進んでいま

せん。 

●介護事業者に対して、災害時の対応についての

必要な支援については取り組めていません。 

●感染症対策について地域への普及啓発には取

り組めましたが、事業者に対する支援につい

ては情報提供にとどまりました。 

◆日頃から要支援者を地域で把握し、見守る自

主防災力の強化については必要であるため、

今後の取組について検討が求められます。 

◆事業者との連携・支援についても引き続き取

り組むことが必要です。 

 

近年の災害発生状況や、感染症の流行を踏まえ、これらへの備えが重要となります。 

防災や感染症対策について周知啓発等を推進するとともに、各事業所等においても、必要

物品の確保や訓練の実施などに取り組むことが求められます。 

 

 

 

 

 

 

  

現状 課題 
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４ 今後の方向性まとめ 
 

（１）各種調査結果のまとめ 

〈高齢者が抱えるリスク〉 

●筋力低下などの影響から外出を控えた人が多く

なっています。 

●趣味や生きがいのない人が増えており、社会参

加への意欲低下が危惧されます。 

●ボランティアなどのグループ活動に「週１回」

以上参加している人の割合が低くなっています。 

●要支援になるリスクがどれも前回調査と比較し

て上昇しており、今後の介護ニーズの高まりが

懸念されます。 

 

〈介護者・被介護者の状況について〉 

●軽度認定であっても仕事を辞めている可能性が

あります。 

●移動支援に関するニーズが高い状況です。 

●軽度認定の段階から入所・入居を検討している

人が多くなっています。 

●軽度認定の段階から視覚又は聴覚障害を抱える

人が多くなっています。 

●「認証症状への対応」、「夜間の排泄」、「入浴・洗

身」、「外出の付き添い、送迎等」に関するサービ

スが今後、重要になります。 

●家族の就労継続のための支援が必要です。 

 

〈介護人材について〉 

●通所系を除く各サービスの職員の高齢化が進ん

でいます。 

●訪問介護では、「生活援助」におけるサービス提

供が多くなっています。 

 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症の影

響や高年齢化の進展などから社会

参加の機会が少なくなっており、対

策が必要です。 

在宅生活の限界点を高めるため、

サービス整備やさらなる家族支援

が求められます。移動支援や視覚・

聴覚障害に対する町独自の支援を

検討する必要があります。 

特に高齢化が進むサービスの介

護人材確保が求められます。生活援

助の代替サービスの構築が求めら

れます。 
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（２）未来を見据えた基盤整備 

国では、第９期の計画において、中長期的なサービス需要の傾向に応じた整備を進めてい

くことを示しています。和歌山県内における圏域別の認定者数の推移を踏まえて、本計画に

おける中長期的な基盤整備を検討する必要があります。 

 

〈認定者数増加率将来推計（全体・圏域別）〉 

●要支援・要介護認定者数については、県全体

としては 2035年をピークとして、それ以降は

減少していくことが予想されます。圏域ごと

の内訳をみると、新宮・東牟婁圏域は減少傾

向とされています。 

 

 

〈ピークアウトを踏まえた方向性の検討〉 

●全国と比べて高齢化率の高い和歌山県では、多くの市町村が 2040年よりも早い段階で要

介護認定者数のピークを迎えることが予想されます。 

●サービス需要のピークも 2030～2035年頃となる可能性が高いことから、在宅生活を支え

るサービスを提供する事業所の整備や、将来的な機能転換や多機能化を見据えた施設の

整備などが必要となります。 

 

◇2020年を基準とした 75歳以上人口増加率 ◇県内要支援・要介護認定者数の推計 

 

 

 

 

 

 

 

※2020 年までは国勢調査、2025 年以降は社人研推計 ※独自推計 

 

 

地域の人口構造を踏まえたうえで、在宅介護の需要を明らかにすることが必要 

現行の地域医療構想が目標としていた 2025年を第９期期間中に迎えるなか、国では「ポ

スト 2025年」に向けた検討が進められています。令和５年３月には総合確保方針が一部

改正され、医療及び介護の総合的な確保を進めていくためには、地域の創意工夫を活か

せる柔軟な仕組みを目指すことが強調されています 
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（３）第９期計画の方向性 

今回変更にいたった経緯など記載 
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第３章 計画の理念と体系 

１ 計画の基本理念 
 

 

いつまでも自分らしく暮らせるしあわせ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その人が生きてきた歴史のなかで培われてきた自分らしい暮らしや、日常生活のなか

で当たり前にできる生活が、高齢期になると病気や認知機能の低下、単身化など、さ

まざまな理由から続けにくくなる。たとえどんな状況になったとしても、「自分らしく

暮らせるしあわせ」を支えることができるまちを目指します。 
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２ 計画の重点方針 
 

（１）自分らしい暮らしを支える体制を整える 

サービスを必要とする人が必要なサービスを利用することができるよう、適切なサービス

提供体制を整えるとともに、介護人材の養成・確保をはじめとした各種取り組みを通じて介

護サービスの質の向上を図り、利用者が安心してサービスを選択し、円滑に利用できる環境

づくりを進めます。 

 

（２）自分らしく暮らせる豊かな地域を育む 

年齢や障害の有無に関わらず、自分らしく暮らすことができるよう、健康寿命の延伸に向

けた効果的な介護予防の取り組みを進めるとともに、地域の支え合いによるまちづくりに取

り組みます。 

また、認知症になっても、住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、認知症の人

を支える仕組みづくりを進めます。 

 

（３）自分らしい暮らしを守る仕組みをつくる 

介護が必要になっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けること

ができるよう、引き続き、地域包括支援センターを中心としたケアシステムの強化を図りま

す。 

また、医療・保健・福祉分野の連携による包括的な支援に取り組みます。 

さらに、地域や事業所等と連携した災害対策・感染症対策にも引き続き取り組みます。 
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３ 施策体系 
 

基本理念    

いつまでも自分らしく暮らせるしあわせ 

        

重点方針１  重点方針２  重点方針３ 

自分らしい暮らし 

を支える体制を整える 
 

自分らしく暮らせる 

豊かな地域を育む 
 

自分らしい暮らし 

を守る仕組みをつくる 

     

施策  施策  施策 

(１)持続可能な介護サービス基

盤をつくる 

(２)医療ニーズの高まりに対応

する 

(３)基盤を支える介護人材を

確保する 

(４)介護現場を支援する 

 

 (１)地域共生社会の実現

に向けて取り組む 

(２)健康寿命を伸ばす 

(３)支え合いを日常生活

に落としこむ 

(４)認知症になっても当た

り前の暮らしができる

ようにする 

 (１)地域包括支援センターの

機能を強化する 

(２)自立支援を目指す 

(３)縦割りではなく包括的に

取り組む 

(４)町独自の制度で補う 

(５)災害・感染症に備える 
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第４章 施策の展開 

重点方針１ 自分らしい暮らしを支える体制を整える 
 

（１）持続可能な介護サービス基盤をつくる 

※文章説明が入ります。 

 

〇 

 

 

（２）医療ニーズの高まりに対応する 

※文章説明が入ります。 

 

〇 

 

 

 

（３）基盤を支える介護人材を確保する 

※文章説明が入ります。 

 

〇 

 

 

 

（４）介護現場を支援する 

※文章説明が入ります。 

 

〇 
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重点方針２ 自分らしく暮らせる豊かな地域を育む 
 

（１）地域共生社会の実現に向けて取り組む 

※文章説明が入ります。 

 

〇 

 

 

（２）健康寿命を伸ばす 

※文章説明が入ります。 

 

〇 

 

 

 

（３）支え合いを日常生活に落としこむ 

※文章説明が入ります。 

 

〇 

 

 

 

（４）認知症になっても当たり前の暮らしができるようにする 

※文章説明が入ります。 

 

〇 
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重点方針３ 自分らしい暮らしを守る仕組みをつくる 
 

（１）地域包括支援センターの機能を強化する 

※文章説明が入ります。 

 

〇 

 

 

（２）自立支援を目指す 

※文章説明が入ります。 

 

〇 

 

 

（３）縦割りではなく包括的に取り組む 

※文章説明が入ります。 

 

〇 

 

 

（４）町独自の制度で補う 

※文章説明が入ります。 

 

〇 

 

 

（５）災害・感染症に備える 

※文章説明が入ります。 

 

〇 
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第５章 介護保険事業の推進 

１ 居宅サービス 
 

 

２ 地域密着型サービス 
 

 

 

３ 施設サービス 
 

 

 

４ 介護保険サービスの量の見込み 
 

 

 

５ 介護保険事業費の見込み 
 

 

 

６ 保険給付費等の見込額 
 

 

７ 介護保険料の算定 
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第６章 計画の推進に向けて 

１ 計画の推進体制 
 

 

２ 計画の評価 
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資料編 
 

１ 那智勝浦町長寿社会づくり委員会設置に関する条例 
 

 

２ 那智勝浦町長寿社会づくり委員会委員名簿 
 

 

 

３ 計画策定の経緯 
 

 

 

 

 

 

 


